
VIVALDI Gloria 注意事項 

<１番> 

P.５、２１小節～P.６の２７小節の２分音符はすべてアクセントで。 

２７小節～３５小節は一つのフレーズで、カンニングブレッスで。 

３８小節～４８小節も一つのフレーズで、カンニングブレッスで。 

５０小節の３拍目と４拍目はスタッカートで。 

５２小節の３拍目と４拍目もスタッカートで。 

<２番> 

ベース、９小節目の２拍目「エ」と「ティン」を分離する。 

テノール、１０小節目の２拍目「エ」と「ティン」を分離する。 

アルト、１３小節目の２拍目「エ」と「ティン」を分離する。 

ソプラノ、１４小節目の２拍目「エ」と「ティン」を分離する。 

     以降すべての「エ」と「ティン」を分離します。 

<５番> 

フーガなので、各パートの入りをはっきりと歌いだす。 

ソプラノ１小節目のタイの後ろは、間を開けて切る。 

アルト２小節目、テノール３小節目、ベース４小節目、タイの後ろは、間を開けて切る。 

    以下すべての「グロー」「オオオ」を分離する。 

<７番> 

３拍子なので、１拍目にアクセントをつける。 

ソプラノ、P.２６の２８小節～２９小節の１拍めまでクレシェンド。 

全パート、３５小節と３６小節はヘミオラなので、３つにアクセント。 

ソプラノ・テノール P.２７の４１小節にクレシェンド。 

アルト、４４小節目にクレシェンド。 

ソプラノとテノール４７小節目はクレシェンド。 

ソプラノ、５１小節と５２小節はヘミオラなので３つともアクセント。 

アルト、８２小節と８３小節・８８小節と８９小節はヘミオラなので３つともアクセント。 

<８番> 

Qui tollis peccata peccata の「cca」に向かってクレシェンド。 

P.３２ Agnus Dei の「De」に向かってクレシェンド。 

    Filius Patris の「Pa」に向かってクレシェンド。 

    miserere の「re」に向かってクレシェンド。 

   ３５小節 miserere nobis の「no」に向かってクレシェンド。 

<９番>アルト、１３小節と１４小節はヘミオラなので３つにアクセント。 

   アルト、１７小節と１８小節は、ヘミオラなので３つにアクセント。 

<１１番>P.３７の１１小節～１３小節はすべてアクセント。 

    １４小節～１６小節の１拍目までアクセント。 

<１２番>Cum Sanctus Spiritu の「Spi」に向かってクレシェンド。 

    ベース、５小節の３・４拍目クレシェンド。６小節目デクレッシェンド。 

    以下すべてのパートの２拍のばす Amen の「A」は、クレシェンドしてください。 
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